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機械器具 06 呼吸補助器 

管理医療機器 呼吸回路セット（70566000） 

 HUDSON RCI 呼吸回路セット 
（成人用呼吸回路、成人用ヒーターワイヤ付き呼吸回路、新生児用ヒーターワイヤ付き呼吸回路 A、 

新生児用ヒーターワイヤ付き呼吸回路 B、又は小児用ヒーターワイヤ付き呼吸回路） 
再使用禁止 

 

【警告】 

本品を他の器具に接続した後、本品を含むすべての構成部品の接

続部が正しく確実に接続され、閉塞やリーク等が生じていないことを

確認すること。[偶発的に接続が外れ、換気不全に陥る可能性が

あるため。] 

 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

1. 再使用禁止、滅菌禁止 

2. 火気のある場所及び発火のおそれのあるものの近くでは酸素を

使用しないこと。［火災発生のおそれがある。］ 

 

【形状・構造及び原理等】 

＜形状、構造等＞ 

人工呼吸回路、ウォータートラップ、呼気圧調整バルブ、コネクタなど

から成る。 

 

＜各部の名称＞ 

 成人用呼吸回路 1.

品番 
公称全

長（m） 

呼吸管の

内径（mm） 

ウォーター

トラップ 

メインフロ

ー呼吸管 

1613 1.8 22 なし なし 

1609 1.8 22 あり あり 

 

（構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 呼吸管 6 キャップ 

2 コネクタ 7 ハンガー 

3 ポート付きコネクタ 8 呼吸管接続コネクタ 

4 Y コネクタ 9 ウォータートラップ 

5 患者側コネクタ 10 メインフロー呼吸管 

 

 成人用ヒーターワイヤ付き呼吸回路 2.

品番 
公称全

長（m） 

呼吸管

の内径

（mm） 

吸気側

ヒーター 

呼気側

ヒーター 

呼気圧調

整バルブ 

780-31 1.5 22 あり なし なし 

780-32 1.5 22 あり あり なし 

 

 

 

 

（構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 呼吸管 8 患者側コネクタ 

2 ヒーターワイヤ付き呼吸管 9 キャップ 

3 コネクタ 10 ハンガー 

4 ヒーターワイヤ付きコネクタ 11 呼吸管接続コネクタ 

5 
ヒーターワイヤ／ポート付
きコネクタ 

12 気道内圧チューブ 

6 ヒーターワイヤコネクタ 13 呼気圧調整バルブ 

7 Y コネクタ 14 呼気弁ドライブライン 

  

 新生児用ヒーターワイヤ付き呼吸回路 A 3.

品番 
公称全
長（m） 

呼吸管
の内径
（mm） 

吸気側 
ヒーター 

呼気側 
ヒーター 

温度モニ
タポート 

780-06 1.2 10 あり なし あり 

780-07 1.2 10 あり あり あり 

 

（構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 呼吸管 9 呼吸回路アダプタ 

2 呼吸管 10 Ｙコネクタ 

3 ヒーターワイヤ付き呼吸管 11 キャップ 

4 コネクタ 12 メインフロー呼吸管 

5 
ヒーターワイヤ付きコネク
タ 

13 
メインフロー呼吸管用
コネクタ 

6 
ヒーターワイヤ／ポート付
きコネクタ 

14 
メインフロー呼吸管用
アダプタ 

7 
温度モニタポート付きコネ
クタ 

15 気道内圧チューブ 

8 ヒーターワイヤコネクタ 16 
気道内圧チューブ用
アダプタ 
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 新生児用ヒーターワイヤ付き呼吸回路 B 4.

品番 
公称全長
（m） 

呼吸管の内
径（mm） 

吸気側
ヒーター 

呼気側
ヒーター 

780-41 1.2 
呼気側 15 

吸気側 10 
あり なし 

 

（構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ヒーターワイヤ付き呼吸管 9 Ｙコネクタ 

2 呼吸管 10 キャップ 

3 ヒーターワイヤ付きコネクタ 11 メインフロー呼吸管 

4 
ヒーターワイヤ／ポート付き

コネクタ 
12 

メインフロー呼吸管用

コネクタ 

5 
温度モニタポート付きコネク

タ 
13 

メインフロー呼吸管用

アダプタ 

6 
温度モニタポート付きコネク
タ（Y コネクタ用） 

14 気道内圧チューブ 

7 ヒーターワイヤコネクタ 15 
気道内圧チューブ用
アダプタ 

8 呼吸回路アダプタ   

 

 小児用ヒーターワイヤ付き呼吸回路 5.

品番 
公称
全長
（m） 

呼吸管
の内径
（mm） 

吸気側
ヒーター 

呼気側
ヒーター 

ウォータ
ートラップ 

780-23 1.5 15 あり なし あり 

780-24 1.5 15 あり あり なし 

 

（構成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 呼吸管 12 
温度モニタポート付きコ
ネクタ 

2 ヒーターワイヤ付き呼吸管 13 キャップ 

3 コネクタ 14 ハンガー 

4 ヒーターワイヤ付きコネクタ 15 メインフロー呼吸管 

5 
ヒーターワイヤ／ポート付
きコネクタ 

16 
メインフロー呼吸管用
コネクタ 

6 ヒーターワイヤコネクタ 17 
メインフロー呼吸管用
アダプタ 

7 呼吸回路アダプタ 18 気道内圧チューブ 

8 呼吸管接続コネクタ 19 
気道内圧チューブ用ア

ダプタ 

9 Ｙコネクタ 20 ウォータートラップ 

10 患者側コネクタ 21 
ウォータートラップ用コ
ネクタ 

11 ルアーポート付きコネクタ   

 

 患者側コネクタ（品番 11048） 6.

    
 

＜原理＞ 

人工呼吸器から、吸気管を通して、患者へ吸気ガスを送入する。患者

から排出される呼気は呼気管を通り人工呼吸器へ戻される。 

 

＜材質＞ 

一部のコネクタとチューブにポリ塩化ビニルを使用 

（可塑剤にはフタル酸ジ(2-エチルヘキシル)を使用） 

 

【使用目的又は効果】 

人工呼吸器等に接続し、呼吸管理に用いる。 

 

【使用方法等】 

1. 〔ウォータートラップ付きの場合（呼吸管にあらかじめ装着されてい

ない場合のみ）〕 

(1) ウォータートラップの蓋を容器から外す。 

(2) 呼吸管の切断可能部を切断し、ウォータートラップを取り付け

る。 

(3) ウォータートラップ用コネクタを呼吸管の切断した部位に差し込

み、ウォータートラップの蓋を接続する。 

(4) ウォータートラップの容器を時計方向に 90 度回転させ、蓋に取

り付ける。 

(5) 使用時にウォータートラップ内に水滴が落ちない場合は、容器

を傾けたり、軽く叩いたりする。 

(6) ウォータートラップ内の水を捨てる際は、時計と反対方向に 90

度回転させ、容器を取り外す。容器を外しても、回路内の密閉

状態は維持される。 

2. 〔メインフロー呼吸管付きの場合〕 

メインフロー呼吸管を人工呼吸器と加温加湿器の間に接続する。

必要に応じてメインフロー呼吸管用アダプタやコネクタを使用し、

確実に接続する。 

〔呼気圧調整バルブ付きの場合〕 

呼気弁ドライブラインの一方を呼気圧調整バルブの接続部に、も

う一方を人工呼吸器の呼気バルブポートに接続する。 

3. 〔ヒーターワイヤ付きの場合〕 

吸気側呼吸管のヒーターワイヤ／ポート付きコネクタを加温加湿

器に接続する。吸気側呼吸管は Y コネクタの温度モニタポートの

付いたコネクタに繋がっている方である。 

4. 〔ヒーターワイヤ付きの場合〕 

加温加湿器のヒーターコネクタ（メス）を本品のヒーターワイヤコネ

クタ（オス）に接続する。 

5. 温度モニタポートは使用する加温加湿器の種類によって使用方法

が異なる。 

〔温度モニタを必要とする加温加湿器の場合〕 

(1) 温度プローブ（短い方）をポート付きコネクタの温度モニタポート

に接続する。使用しない温度モニタポートはキャップで栓をして

おく。 

(2) 温度プローブ（長い方）を Y コネクタ側の温度モニタポートに接

続する。 
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〔温度モニタを必要としない加温加湿器の場合〕 

温度モニタポートに温度計を挿入し、温度をモニタリングする。 

6. 呼気側呼吸管を人工呼吸器のスパイロメータか、呼気フローセン

サ又は呼気ポートに接続する。 

7. 呼吸管接続コネクタや呼吸回路アダプタが付属している場合、こ

れを呼吸管の接続に使用しても良い。 

8. 気道内圧チューブの一方を人工呼吸器の圧力モニタリングポート

に、もう一方をYコネクタ又はルアーポート付きコネクタのルアーポ

ートに接続する。気道内圧チューブを使用しない場合、付属のキャ

ップでルアーポートに栓をし、チューブを回路から取り外す。気道

内圧チューブのコネクタが不要な場合はチューブから切り取っても

良い。 

9. 患者側コネクタからキャップを外し、気管チューブ等の患者側器具

にしっかりと接続する。 

 

<使用方法等に関連する使用上の注意> 

 使用していないポートはすべてキャップを閉じておくこと。 1.

 結露を取り除くためにチューブを絞ったり引っ張ったりしないこと。2.

本品の損傷につながるおそれがある。 

 シーツ、毛布、タオル、衣類などで覆わないこと。 3.

 〔ヒーターワイヤ付きの場合〕回路内の過熱を防ぐために、常に全4.

ての呼吸管内の流量を適切に保つこと。[不適切な人工呼吸器の

設定や回路のキンク等、回路内の適切な流れを妨げる要因に注

意する。] 

 〔ヒーターワイヤ付きの場合〕患者の皮膚に回路が直接触れない5.

ようにすること。 

温度プローブが適切な位置にあることを確認すること。[プローブを

ラジアントウォーマーの近くや、保育器の中に位置させると誤った

温度が表示される可能性がある。]正確な値を表示させるために、

温度プローブが呼吸ガスフロー内にしっかりと挿入されていること

を確認すること。 

 

【使用上の注意】 

1. 重要な基本的注意 

 本品は、可塑剤であるフタル酸ジ（2－エチルヘキシル）が溶出(1)

するおそれがある。 

 呼吸回路内に結露が生じた場合、患者の気道に水が流入しな(2)

いように、頻繁に回路内の水を除去すること。［過剰の水がウ

ォータートラップから溢れ、肺に誤嚥するおそれがある。］ 

 ヒーターワイヤ付き呼吸回路の場合、回路の電気的条件と加(3)

温加湿器に互換性があることを確認すること。[互換性がないと、

呼吸管の変形やヒーターワイヤの故障の原因となる。] 

 

2. 不具合・有害事象 

(1) その他の不具合 

チューブが溶けた、チューブに穴、ヒーターワイヤの破損、コネ

クタ接続不良 

 

【保管方法及び有効期間等】 

保管方法： 

水濡れ、高温、多湿、直射日光を避け、常温で保管。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

テレフレックスメディカルジャパン株式会社 

カスタマーサービス Tel：0570-055-160 

製造業者 

テレフレックスメディカル（米国） 

Teleflex Medical 
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